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個人質問通告表 

令和８年第２回姶良市議会定例会（７月７日） 

【個人質問】 ７．谷山 弥生 

１．中東情勢を踏ま

えた地域経済対策

と生活困窮世帯へ

の緊急支援につい

て 

 

 

２．不登校児童生徒

の多様な学びへの

支援体制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．高齢者の補聴器

購入補助制度の創

設について 

 

 

 

 

（１）長引く中東情勢や物価高騰の影響に対する本市の経済

対策と市長の見解を問う。 

（２）２０１３年の生活扶助基準引き下げを違法とした最高

裁判決に伴う、過去の差額分の「追加給付」について、本

市における対象者の人数や現在の対応状況、今後の追加給

付に伴う具体的な給付スケジュールを示せ。 

 

（１）本市における直近の不登校児童生徒数とその推移、ま

たその要因について教育委員会の認識および見解を問う。 

（２）文部科学省の「学校に登校するという結果のみを目標

としない」という方針を踏まえ、現場への周知徹底の状況

や取り組んでいる内容、また「別室登校」の環境整備や不

登校児童生徒および保護者の相談体制の拡充など取り組ん

でいる内容を示せ。 

（３） 民間フリースクール等への通塾・通学に対し、経済的

な負担軽減や、出席認定措置の現状について本市の現状を

示せ。 

（４）１人１台のタブレット端末配布による、デジタル教材

を活用した授業や通常学級のみならず、特別支援学級や通

級学級での学習支援への活用状況などを、具体例を挙げて

示せ。また学校ごとの取組内容等を教育委員会がどこまで

把握しているか、またその取りまとめおよび対策検討を継

続的に行っているのか問う。 

 

（１）現在、本市において補聴器購入の際に利用できる補助

の制度を示せ。 

（２）現在、全国の多くの自治体が、独自の補聴器購入費用

の助成制度をスタートさせているなか、本市においても、

市独自で「高齢者向け補聴器購入補助制度」を早期に創設

すべきと考えるが市長の見解を問う。 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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【個人質問】 ８．小田原 優 

 

 

 

 

 

 

 

１．過去の一般質問

に関する市長の基

本的な考え方につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．既存資源を活用

した行政サービス

向上と働き方改革

について 

 

 

 

３．市職員の福利厚

生と勤務環境の改

善について 

 

 

 

米丸市長就任後初めての一般質問ということもあり、これ

まで継続して取り上げてきた課題を中心に、新市長の基本的

な考えと今後の方向性を確認する。   

過去に困難とされた課題についても、社会情勢や制度改正、

新たな手法や財源確保策により解決の可能性が広がる場合が

あるので、そのような観点も含めて率直な答弁を求める。 

 

（１）公務災害等認定に関する認識について 

発症原因が十分解明されていない疾病に係る公務災害等

認定について、基金構成団体の長としてどのような認識を

持つか。 

（２）市及び関係団体の執行体制について 

合併後相当の年月が経過したが、市及び外郭団体におけ

る職員配置についてどのように認識しているか。 

（３）業務委託契約の考え方について 

専門性を要する業務委託契約について、リスク分散や多

様な視点確保の観点から複数事業者との契約や市内事業者

の活用についてどのように考えるか。 

（４）高速道路の固定資産税非課税措置について 

地方税法附則第１４条第１項による高速道路の固定資産税

非課税措置について、財源確保の観点からどのような認識を

持つか。 

 

現在の厳しい財政状況を踏まえると、新たな大型投資だけ

でなく、既存の人的資源や組織運営の見直しによる行政サー

ビス向上も重要であると考える。 

開庁時間延長やフレックスタイム制度について、市民サー

ビス向上と職員の働き方改革の両立という観点から市長の考

えを問う。 

 

市民サービスの向上には、職員が安心して働ける勤務環境

の整備が不可欠である。 

（１）職員駐車場の現状について 

現在の職員駐車場の利用環境についてどのように認識し

ているか。 

（２）勤務環境改善について 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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４．災害時における

給配水体制の強化

について 

 

 

 

職員の勤務環境改善及び行政サービス向上の観点から、

本庁舎周辺での駐車場確保についてどのように考えるか。 

（３）将来的な駐車場整備について 

将来的な駐車場確保に向け、計画的な用地取得や代替地

の調査を行う考えはないか。 

（４）他自治体事例について 

県庁等における有料職員駐車場の事例についてどのよう

に認識しているか。 

 

昨年８月の断水を教訓として、災害時における給配水体制

の強化について問う。 

（１）地域防災拠点における給水体制について 

各校区コミュニティ施設等における災害時給水体制の強

化についてどう考えるか。 

（２）水道ネットワークの強靱化について 

ループ給水網等を活用した災害に強い給水体制の構築に

ついてどう考えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

【個人質問】 ９．馬場 広幸 

１．災害からの復

旧・復興について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年８月の豪雨災害により甚大な被害が発生し未だ復旧・

復興がなされていない道路や損傷した橋脚などが点在してい

る。また、市長は所信表明で「行政の責任は、単に壊れたも

のを元に戻すことだけではありません。被災された方々の不

安に寄り添い、住まいと暮らしの再建を全力で伴走支援し、

同じような被害を繰り返さないための備えを強めていくこと

です」と述べられた。そこで以下を問う。 

（１）災害復旧の現状と今後の見通しについて 

①龍門滝温泉の早期再開について 

営業再開に向けた具体的な工程と完了時期を問う。 

②未復旧インフラ（錦江橋等）周辺の商業者への支援につ

いて 

住居のみならず事業資産に被害を受け、かつインフラ

未整備により経営環境が悪化している商業者を救済対象

として考慮するのか、具体的な経済的支援のあり方につ

いて市長の見解を問う。 

（２）現年耕地災害復旧事業の進捗と耕作放棄防止策につい

て 

市 長 
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復旧工事が完了せず今期の作付けが困難な農家への営農

支援や、復旧の遅れが耕作放棄地をまねかないための対策を

問う。 

（３）今回の災害における支援金及び義援金の迅速かつ公平

な配分について 

住居の損壊や商店などの商売道具、農地の被害で苦しむ市

民に対し、支援金及び義援金をどのような基準で、いつまで

に配分を完了させる計画か問う。 

（４）居住環境の安全確保と市民への説明について 

復旧工事が未完了の地区において、二次災害の不安を抱え

ながら生活する市民の安全確保（防護柵設置や崩落防止策な

ど）をどのように優先順位付けしているか問う。また、市民

への説明の方法についても問う。 

（５）災害復旧と２０４０年問題を見据えた財政健全化の展

望について 

今後、人口減少がさらに加速し、現役世代の急減や高齢者

人口のピークが重なる、いわゆる「２０４０年問題」に直面

する中で、民生費などの社会保障コストは一段と増大し、本

市の財政を圧迫し続けることが予想される。このように将来

の市民一人あたりの負担増が避けられない状況下で、今回の

ような多額の起債による復旧事業の積み重ねが、将来の教育

や福祉、あるいは現在もなお復興の途上にある市民への断続

的な生活再建支援を切り捨てる要因にならないか。また、激

甚化する災害への迅速な対応と、２０４０年問題を見据えた

長期的な財政健全化とのバランスをどのように維持してい

く考えであるか、市長の財政的な見通しを問う。 

 

【個人質問】 10.山下 暢志 

１．姶良市防災重点

ため池について 

 

 

 

 

 

 

 

市長の所信表明において、その第一の柱に「災害からの復

旧・復興を最優先に市民の命と暮らしを守るまちづくりを進め

ることが一刻の猶予も許されない急務である」と表明された。

その点に絡み、姶良市防災重点ため池について以下の項目を問

う。 

（１）姶良市防災重点ため池１６箇所において、現段階で改

良・改修を行なっているため池は存在しているのか。また改

良・改修している場合は、その優先度や順番はどのようにし

て決定しているのか。 

市 長 
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（２）姶良市防災重点ため池のハザードマップ・浸水深マップ

により、決壊した際に浸水などの可能性がある避難所はどれ

くらい存在しているのか。 

（３）ため池の管理や水量の調整は、使用目的・降水量などに

よって細かく管理されるものであるが、ため池の排水弁やそ

の関連の機能が劣化や破損などにより機能していないため

池は存在しているのか。またその修繕などに姶良市は関与し

ているのか。 

（４）ため池を防災ダムとして、防災・減災の考えをもとにそ

の役割を構築していく考えはあるのか。  

また、貯水機能の維持・向上について、姶良市の取組など

考えを示せ。 

（５）大文字池西側に開発・施工されている太陽光発電施設に

より、土砂や流木・竹などが大文字池に流入しており、池の

安全性の確保、貯水量への懸念などの声が地域より上がって

いる。その他のため池を含めて、外的要因によるため池への

影響が発生していないか、また姶良市の対応を示せ。 

【個人質問】 11.馬場 修二 

１．市営住宅運営に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域運営につい

て 

 

昨年度の産業建設常任委員会からの要望で、プロジェクト

チームが組まれ、改善に向けての協議がされていることは、

大きく評価する。市営住宅の適正運営について、そのプロジ

ェクトチームでの協議で取り上げられた課題など全員協議会

で説明があった。そこで以下について問う。 

（１）公営住宅を自治会に持つ自治会長や自治会役員等に、公

営住宅の抱える課題等の意見収集やアンケート等は行ったか。 

課題解決においての協議は、アンケート等の結果に基づ

いて行われているのか。 

（２）自治会長や自治会役員の駐車場や共益費の集金などに負

担が生じており、自治会運営においては、役員のなり手がお

らず、大きな課題となっている。団地自治会も例外ではなく、

駐車場使用料や共益費の集金が大きな負担となっている事

情もある。家賃に含めて徴収できないか。 

 

令和７年国勢調査の人口速報集計によると、令和７年の鹿

児島県の人口は１５１万２，９６９人、減少率は前回調査比

で４．７％と発表があった。その中でも姶良市は微増してい

市 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 
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３．コミュニティス

クール導入につい

て 

 

 

 

 

 

るとの事であるが、高齢化も進んでいっているなか、本市も

着実に人口減少に向かっていると思われる。市長もＳＮＳで

本市の現状をコメントされている。今後、高齢化も加速して

いくなか以下について問う。 

（１）人口減少の課題は何か。また、人口減少を想定しての計

画は検討されているか。 

（２）地域活性化をどのように展開していく考えか。市長の考

える校区コミュニティ協議会・自治会の運営に関する考え方

を問う。 

（３）自治会加入世帯が減少していくなか地域防災・減災対策

や地域・校区内の情報共有の方法についてどのような対策が

あるか。 

（４）市長の所信表明に、一人一人が地域の未来に責任を持ち、

共に汗を流していく「協働」の仕組みが必要とある。また、

「自助・共助」の精神に基づいて、地域のつながりの核であ

る自治会・校区コミュニティ協議会とあるが、自治会離れや、

子育て世代ではＰＴＡ離れが進んでいる現在において「協

働」の仕組みの具体案があれば示せ。 

 

本年度４月からコミュニティスクール（学校運営協議会制

度）が導入された。市内すべての小中学校で協議会が行われた

なかで以下について問う。 

（１）スムーズなスタートとなったか。また、学校運営協議会

は理解されていたか。 

（２）初回の協議会を終えて課題はあったか。 

（３）これまでの学校評議員会と、学校運営協議会との違いを

説明せよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 


